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（２）

日
本
の
文
化
や
暮
ら
し
を
学
ぶ

コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
が
来
町

Ｑ小宅さん、この

１週間はいかが

でしたか？

Ａ小宅 誠さん「Ｊｅｓｓ

が ホームステイに来

て、最初はお互いに

緊張していましたが、

Ｊｅｓｓはほんとうに素

直ないい子で１週間を

楽しく過ごすことが出

来ました。別れるのが 

　　 寂しいですね」　　　

Ｑ料理には気を遣いましたか？

Ａ小宅典子さん「Ｊｅｓｓは、お肉が好きなので、オージービーフを

用意しました。日本食もいろいろ紹介したかったけれど、なかな

かできなかったかな。うどんがおいしかったと言っていました」

ＱＪｅｓｓさん、日本で印象に残ったことはありますか？

ＡＪｅｓｓさん「日本へ来て、生まれて初めて雪を見ました。うれし

くて雪を食べちゃいました。それから、ピンクの着物が着たかっ

たのだけれど着れなかったのが心残り（笑）。ホストファミリーは、

とてもよい人たちで楽しく過ごすことができました。ありがと

うございました」

小宅ホストファミリーとホームステイしたＪｅｓｓさん

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ

る
コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
生
徒
が
４
月
　
日
に

１３

来
町
し
、　

日
ま
で
の
８

２０

日
間
、
町
内
の
一
般
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が

ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

来
町
し
た
コ
ー
ロ
ー
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
の
生
徒
は
、　１４

歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
男
子

１５

３
人
、
女
子
９
人
と
引
率

者
２
人
合
わ
せ
て
　
人
。

１４

平
成
９
年
か
ら
１
年
お
き

に
同
校
の
生
徒
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
今
回
が
５
回

目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
町
内
の

小
中
学
校
・
館
林
商
工
高

等
学
校
等
の
授
業
体
験
や

い
ち
ご
狩
り
、
着
物
の
着

付
け
、
茶
道
、
う
ど
ん
作

り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
光
見
学
や
多
く

の
町
民
の
か
た
と
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
見
聞
を

広
め
、
日
本
の
暮
ら
し
や

習
慣
を
学
び
ま
し
た
。

ホストファミリーにインタビュー



（３）広報めいわ　平成２０年５月１０日

■今までのキャンペーン効果（第１～３回は館林市、第４回と今回は館林市・板倉町・明和町３市町合計数）

　「
無
駄
な
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な

い
」
を
合
い
言
葉
に
館
林
・
板
倉
・

明
和
の
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会
と
館
林
市
、
板
倉

町
、
明
和
町
の
主
催
に
よ
り
、
昨

年
の
　
月
１
日
か
ら
本
年
２
月
　

１２

２９

日
ま
で
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
】

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ご
み

の
減
量
と
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
抑
制
す
る
た
め
に
、
レ
ジ
袋
を

「
使
う
消
費
者
」・「
配
布
す
る
事
業

者
」・「
分
別
す
る
自
治
体
」
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
行
う
レ
ジ
袋
削

減
の
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

【
ド
ラ
ム
缶
　
本
分
の
石
油
を
節
約
】

１７

　
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

参
加
協
力
店
が
２
１
０
店
舗
、
応

募
総
数
が
１
万
７
１
８
２
枚
で
、

レ
ジ
袋
 　
万
９
７
０
７
枚
が
削

１６

減
さ
れ
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ド
ラ
ム
缶
　
本
以
上

１７

の
石
油
が
節
約
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

【
地
球
温
暖
化
に
貢
献
】

　
マ
イ
バ
ッ
グ
で
削
減
さ
れ
た
レ

ジ
袋
は
、
二
酸
化
炭
素
に
換
算
す

る
と
８
７
７
５
茜
の
排
出
量
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
二
酸
化
炭

素
の
量
は
、
直
径
　
唖
の
ア
ラ
カ

２０

シ
の
木
　
本
が
１
年
間
に
吸
収
す

２１

る
二
酸
化
炭
素
の
量
に
相
当
し
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
よ
り
マ
イ

バ
ッ
グ
を
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
多
く
の
町
民
の
か
た
が
た

一
人
ひ
と
り
が
レ
ジ
袋
の
削
減
を

通
し
て
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
ま
す
。

【
地
球
に
優
し
い
取
り
組
み
】

　
誰
も
が
身
近
に
取
り
組
め
る
ご

み
の
減
量
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
積
極
的
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

館
林
・
板
倉
・
明
和
の
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

ドドドドドドドドドド
ララララララララララ
ムムムムムムムムムム
缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶

本本本本本本本本本本
以以以以以以以以以以
上上上上上上上上上上
のののののののののの
石石石石石石石石石石
油油油油油油油油油油
をををををををををを

ド
ラ
ム
缶
　
本
以
上
の
石
油
を
節節節節節節節節節節節
約約約約約約約約約約約

１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７１７

ＣＯ2排出量削減
効果（茜）

石油節約
効果（渥）

ごみ減量
効果（茜）

レジ袋節約
効果（枚）

応募総数（人）参加店舗数

２，５１３１，００１４８６４８，５７０３，２３８１８６第１回

２，８８４１，１４９５５８５５，７６０５，５７６１４９第２回

３，３５８１，３３８６４９６４，９４１６，５９３１６６第３回

６，０７７２，４２１１，１７５１１７，５２５１１，９０７２０２第４回

８，７７５３，４９６１，６９７１６９，７０７１７，１８２２１０今　回

２３，６０７９，４０５４，５６５４５６，５０３４４，４９６崖合　計

■今までの効果

「もったいない」

　の気持ちから

　
富
塚
か
ず
子
さ
ん（
中

谷
）は「
マ
イ
バ
ッ
グ
で
買

い
物
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、大
切
に
取
っ
て
お

い
た
レ
ジ
袋
を
、多
量
に
処

分
し
た
時『
も
っ
た
い
な

い
』そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
で

し
た
。

　
そ
の
後
、
明
和
町
で
も

環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
知
り
、
５
年

前
位
に
ケ
ー
キ
の
ポ
イ
ン

ト
を
集
め
て
も
ら
っ
た
マ

イ
バ
ッ
グ
を
思
い
出
し
、

そ
れ
を
使
っ
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
マ
イ

バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

参
加
し
た
こ
と
で
、
大
切

な
こ
と
は
レ
ジ
袋
を
使
わ

な
い
こ
と
だ
と
知
り
ま
し

た
。
一
人
で
も
多
く
の
人

が
、
自
分
で
で
き
る
環
境

問
題
に
参
加
す
る
こ
と
で

大
き
な
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
」
と
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し

て
い
ま
し
た
。



（４）

農
地
を
借
り
た
い
人
・
貸
し
た
い
人
等
は
ご
相
談
を

　
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
を

売
り
た
い
人
等
と
、
買
い
た
い
人

等
を
結
び
付
け
、
農
地
流
動
化
を

図
る
た
め
の
農
地
流
動
化
銀
行
を

設
置
。
高
齢
や
病
気
等
で
管
理
で

き
な
く
な
っ
た
農
地
を
、
認
定
農

業
者
・
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い

人
等
に
提
供
し
、
遊
休
農
地
・
荒

廃
農
地
を
な
く
し
農
業
の
振
興
を

図
る
も
の
で
す
。

　
農
地
を
提
供
し
た
い
か
た
や
農

地
を
探
し
て
い
る
か
た
は
、「
登

録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
込
書
は
農
業
委
員
会
に

あ
り
ま
す
。

□
売
り
た
い
貸
し
た
い
人
　
町
農

地
流
動
化
銀
行
登
録
申
込
書

（
出
し
手
用
）
を
農
業
委
員
会
に

提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
け

手
を
募
集
す
る
こ
と
が
で
る

（
農
業
委
員
会
が
登
録
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
必

要
有
り
）

□
買
い
た
い
借
り
た
い
人
　
町
農

地
流
動
化
銀
行
登
録
申
込
書

（
受
け
手
用
）
を
農
業
委
員
会
に

提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
し

手
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
登

録
さ
れ
て
い
る
農
地
情
報
の
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
農
業
委
員
会
が
登
録
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
必

要
有
り
）

□
売
買
・
貸
借
　
出
し
手
・
受
け

手
が
合
意
に
達
し
た
場
合
は
、

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
の
申

し
出
ま
た
は
、
農
地
法
に
よ
る

許
可
申
請
を
す
る

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
（
経

済
課
内
）
へ
。

糸n
o
u
g
y
o
u
@
to
w
n
.m
e
iw
a
.g
u

n
m
a
.jp

　
　
　
～
農
地
流
動
化
銀
行
を
設
置
し
ま
す
～

　
農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
５

　
～
小
学
校
６
年
生
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
に
支
給
～

児
童
手
当
の
請
求
は
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
６
年
生

修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
か
た
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合

に
は
、
児
童
手
当
等
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

【
支
給
額
】

□
３
歳
未
満
の
児
童
　
一
律
　
月

額
１
万
円

□
３
歳
以
上
の
児
童
　
第
１
子
・

第
２
子
　
月
額
５
０
０
０
円
、

　
第
３
子
以
降
　
１
人
月
額
１
万

円

※
支
給
月
は
、
２
月
・
６
月
・
　10

月
で
４
か
月
分
ま
と
め
て
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
３
歳
到
達
後
の

翌
月
か
ら
は
、
第
１
子
お
よ
び
第

２
子
の
手
当
額
は
５
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
が
、
受
給
者
が
手
続
き

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
申
請
方
法

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
り
、
小
学

校
６
年
生
修
了
前
の
子
ど
も
と
一

緒
に
転
入
し
た
か
た
は
、
児
童
手

当
認
定
請
求
書
等
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
住
民
福
祉
課
（
公

務
員
の
か
た
は
勤
務
先
）
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
請
時
に
必
要
な
も
の
　
認
定

　
請
求
書
、
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
写
し
ま
た
は
、
年
金
加
入

証
明
書
（
会
社
員
の
か
た
）

※
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
、
明

２０

和
町
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ
た
か

た
は
前
住
所
地
の
「
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

◎
こ
ん
な
か
た
は
届
出
を

　
今
ま
で
所
得
制
限
で
却
下
さ
れ

た
か
た
で
も
、
前
年
の
所
得
が
減

少
し
た
り
、
扶
養
親
族
の
増
加
等

に
よ
り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か

た
は
５
月
中
に
認
定
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
現
況
届
（
６
月
）

　
児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る
か

た
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
手
当
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ

は
受
給
資
格
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
後
 日
受
給
者
に
通
知
し
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
へ
。

　
住
民
福
祉
課
　
　
　
内
線
１
４
４



（５）広報めいわ　平成２０年５月１０日

　
年
度
「
農
作
業
標
準
賃
金
」が
決
ま
り
ま
し
た

２０
　　

今
年
の
「
農
作
業
標
準
賃
金
」

が
決
定
し
ま
し
た
。
管
内
の
動
向

や
農
作
業
の
価
格
等
を
総
合
的
に

考
え
合
わ
せ
た
う
え
決
定
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
金
額
は
あ
く

ま
で
も
標
準
的
な
目
安
で
す
。
労

働
条
件
等
を
考
慮
し
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
運
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、

両
者
で
話
し
合
い
の
う
え
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昼
食
な
ど
の
賄
い
は
地

域
の
慣
習
に
よ
り
ま
す
。　

【
水
稲
作
業
】　
（
　
ａ
当
た
り
）

１０

□
耕
起
　
４
５
０
０
円
（
１
番
う

な
い
）、
３
５
０
０
円
（
２
番
う

な
い
）　

□
代
か
き
　
６
０
０
０
円

□
耕
起
～
代
か
き
　
１
万
３
０
０

０
円

□
育
苗
（
種
苗
）　
１
万
４
０
０
０

円
（
苗
箱
　
枚
標
準
一
切
受
託

２０

者
持
ち
）、
１
万
円
（
苗
箱
　
枚
２０

標
準
種
子
、
苗
箱
は
受
託
者
持

ち
）
　

□
田
植
　
６
０
０
０
円
（
機
械
植

補
植
な
し
）

□
育
苗
～
田
植
　
１
万
９
０
０
０

円
□
コ
ン
バ
イ
ン
刈
取
り
　
１
万
６

０
０
０
円
（
結
束
は
２
０
０
０

円
高
）
　

□
コ
ン
バ
イ
ン
一
貫
作
業
　
２
万

７
０
０
０
円
（
結
束
は
２
０
０

０
円
高
）　

□
乾
燥
 籾
摺
 り
調
整
　
１
５
０
０

も

み

す

円
（
１
俵
当
た
り
）　

□
籾
摺
り
調
整
　
６
０
０
円
（
１

俵
当
た
り
）　

【
麦
作
業
】
　
（
　
ａ
当
た
り
）

１０

□
耕
起
　
７
０
０
０
円

□
施
肥
播
種
　
４
５
０
０
円

□
覆
土
　
２
８
０
０
円

□
刈
取
り
　
１
万
５
０
０
０
円

□
セ
ッ
ト
　
２
万
６
０
０
０
円
（
刈

取
り
か
ら
乾
燥
、
調
整
）
　

【
そ
の
他
】
　

□
畦
畔
作
業
　
　
円
（
機
械
に
よ

４０

る
ｍ
当
た
り
）
　

□
農
繁
期
農
作
業
労
賃
　
８
０
０

０
円
（
１
日
当
た
り
）
　

※
農
休
日
は
、
７
月
４
日
　
・
５

（金）

日
　
・
６
日
　
の
３
日
間
に
決
ま

（土）

（日）

り
ま
し
た
。　

　
農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
５

　有田梨乃さ

ん（川 俣）が

第２３回毎日学

生書き初め展

覧会毛筆の部

で名誉大賞を

受賞しました。

　同展覧会は、

文部科学省の

学習指導要領

に基づいた「文字を正しく整えて読みやす

く丁寧に書く」ことを大切にする心情を育

て、日本の文字文化の振興発展に寄与す

ることを目的として開催されています。

　有田さんは祖母が自宅で開く書道教室

で３歳から書道を習い始め、今春高校を

卒業する節目に集大成として行書と草書

の文字をそれぞれ千字書き連ねる「行草千

字文」を大学受験に追われるなか１００時間

以上かけて書き上げた力作を出展しまし

た。有田さんは、ハワイ大学への留学が

決まっており、同大では植物病理学を学

ぶとのこと。「大学での勉強の傍ら書道を

通じて日本の文化を自信を持って伝えた

いです」と目を輝かせていました。

受賞
おめでとうございます

　石塚希実さ

ん（西小６年）

が第８回県児

童生徒文化顕

彰・文化活動

表彰で顕彰さ

れました。　

　同顕彰は文

化活動に顕著

な功績があっ

た県内の児童生徒に贈られるもので、昨年

「第２２回毎日学生書き初め展覧会」で文部

科学大臣奨励賞を受賞し、書道の分野での

功績が認められたものです。　

■有田さんが

　　　名誉大臣賞受賞

■石塚さんが

　県児童生徒文化顕彰受賞

　ボランティア活動に関心のあるかたは、マイタウンボランティア

に登録をして、町のいろいろな事業で活動してみませんか。

■対象　町内在住・在勤者（未成年者のかたは保護者の同意が必要）

■申込方法　企画課へ電話または、直接申し込む

※詳しくは、企画課（内線２２２）へ。

マイタウンボランティア
登録者募集



（６）

新
し
い
役
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　
環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

　
　
～
麻
し
ん（
は
し
か
）風
し
ん
混
合
予
防
接
種
が
実
施
さ
れ
ま
す
～

中
学
１
年
・
高
校
３
年
生
相
当
が
対
象

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
内
線
１
２
２

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

は
、
第
１
期
（
１
～
２
歳
未
満
児
）

と
第
２
期
（
年
長
児
相
当
の
年
齢

の
か
た
）
で
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
今
の
麻
し
ん
流
行
を
受
け

て
麻
し
ん
排
除
を
目
的
に
、　

年
２０

度
よ
り
５
年
間
の
措
置
と
し
て
、

第
３
期
（
中
学
１
年
生
相
当
の
年

齢
の
か
た
）
と
第
４
期
（
高
校
３

年
生
相
当
の
年
齢
の
か
た
）
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
者
に
は
保
護
者
あ
て
の
通

知
を
出
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認

の
上
、
体
調
の
よ
い
時
に
早
め
に

お
受
け
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】　

□
第
３
期
　
平
成
７
年
４
月
２
日

～
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
か
た

□
第
４
期
　
平
成
２
年
４
月
２
日

～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
か
た

※
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
た

で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
、

ま
た
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

健
康
づ
く
り
課
（
内
線
１
２
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
年
度
の
環
境
保
健
委
員
さ
ん
、

２０
交
通
指
導
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◎
環
境
保
健
委
員

斗
合
田
　
田
村
登
貴
男
（
新
）

下
江
黒
　
中
村
　
昭
一
（
再
）

上
江
黒
　
和
田
　
　
絋
（
新
）

千
津
井
　
橋
本
　
　
勲
（
再
）

江
　
口
　
川
上
　
惠
司
（
新
）

田
　
島
　
矢
沢
　
春
中
（
新
）

南
大
島
　
斉
藤
　
行
雄
（
新
）

新
　
里
　
細
田
　
寛
治
（
再
）

中
　
谷
　
小
川
　
克
美
（
新
）

梅
　
原
　
山
野
井
淳
吉
（
新
）

川
　
俣
　
藤
野
　
泰
博
（
新
）

須
　
賀
　
田
口
　
昭
策
（
再
）

大
　
輪
　
野
本
　
哲
治
（
新
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
智
男
（
新
）

矢
　
島
　
石
﨑
　
和
男
（
新
）

大
佐
貫
　
篠
木
　
八
郎
（
新
）

◎
副
環
境
保
健
委
員

斗
合
田
　
岡
島
　
克
郎
（
新
）

下
江
黒
　
丸
山
　
　
勇
（
再
）

上
江
黒
　
石
川
　
惠
之
（
新
）

千
津
井
　
峯
﨑
　
政
史
（
再
）

江
　
口
　
多
田
　
榮
助
（
新
）

田
　
島
　
新
井
　
勝
美
（
新
）

南
大
島
　
森
尻
　
　
弘
（
新
）

新
　
里
　
田
沼
　
　
實
（
新
）

中
　
谷
　
中
野
　
　
豊
（
新
）

梅
　
原
　
関
口
喜
市
郎
（
新
）

川
　
俣
　
石
崎
　
清
史
（
新
）

須
　
賀
　
半
沢
　
勝
永
（
再
）

大
　
輪
　
齋
藤
　
　
勲
（
新
）

入
ケ
谷
　
廣
瀬
　
守
孝
（
新
）

矢
　
島
　
横
塚
　
　
昇
（
新
）

大
佐
貫
　
折
原
　
　
晃
（
新
）

◎
交
通
指
導
員

隊
　
長
　
石
崎
　
　
薫
（
再
）

副
隊
長
　
田
部
井
信
二
（
再
）

同
　
　
　
金
子
　
　
功
（
再
）

隊
　
員
　
須
藤
　
征
幸
（
再
）

同
　
　
　
田
島
　
　
武
（
再
）

同
　
　
　
立
川
　
進
一
（
再
）

同
　
　
　
野
本
　
敏
夫
（
再
）

同
　
　
　
富
塚
　
　
博
（
再
）

同
　
　
　
吉
田
　
一
之
（
新
）

　
健
診
は
健
康
づ
く
り
の
第

一
歩
で
す
。
該
当
す
る
健
診

は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
が
ん
検
診
に
関
し
て
は
、
安

全
性
を
考
慮
し
な
が
ら
　
歳
７９

ま
で
の
か
た
に
通
知
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、　８０

歳
以
上
の
か
た
で
希
望
さ
れ

る
か
た
は
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
会
場
で
お
申
出
い
た
だ

く
か
、
健
康
づ
く
り
課
（
内
線

１
２
２
）
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

健
康
づ
く
り
課
か
ら

ご
案
内

５
月
か
ら
健
診
開
始

該
当
す
る
健
診
は
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う

麻
し
ん（
は
し
か
）が
流

行
す
る
前
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

　
県
内
で
は
、昨
年
の
同
じ
こ
ろ

に
比
べ
患
者
数
が
増
え
、　
～
　

１０

２０

歳
代
の
若
者
が
多
く
感
染
し
て

い
ま
す
。春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

麻
し
ん
（
は
し
か
）は
流
行
し
ま

す
。 本
格
的
な
流
行
期
を
迎
え

る
前
に
、早
め
に
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　昨年度まで高木等により、家庭で手に負えない場合に限り、アメリカシ

ロヒトリの防除を行っていましたが、今年度から環境の負荷や農薬のドラ

フト（飛散）による被害防止のため廃止いたします。皆さんのご理解をお願

いいたします。なお、高齢世帯等でご自分で防除できない場合は、社会福

祉協議会内シルバー人材センター（有料）へご依頼ください。

鞄シルバー人材センター　緯８４・４０１３

アメリカシロヒトリ防除廃止のお知らせ



（７）広報めいわ　平成２０年５月１０日

　県では、道路や河川

などの美化活動を自発

的に行う自治会やボラ

ンティア団体などを募

集し、その活動に対し

て助成金を交付して支

援する「道普請型ぐん

まクリーン作戦」を実

施します。この事業に賛同し、取り組んで

いただくためには申請が必要となります。

■助成金対象者　１０人以上の団体（未成年

者のみで構成する団体は除く）

※企業、組合、学校等においては、活動内容

の広報となりますので、県庁監理課（緯０２７・

２２６・３５１７）へお問い合わせください。

■申請用紙配布先　

毅建設水道課（河川・道路の美化活動に関

するもの）

毅経済課（耕作放棄地・用排水路、里山・

平地林の美化活動に関するもの）

■申請期限　６月２日（月）

■申請先　募集案内に記載してあるＮＰＯ

法人へ郵送

※詳しくは、建設水道課（内線１７３）、経済課

（内線１５３）へお問い合わせください。

美化活動ボランティア団体募集
 道普請 型ぐんまクリーン作戦
み ち ぶ し ん

【手作りおやつ講習会】
■日時　６月２５日（水）　午前１０時

■対象　２歳児を持つ保護者や町民のかた（調理の際に

は託児所があります）

■定員　２５人

■参加費　無料

■場所　中央公民館

■申込期限　６月１８日（水）

■申込方法　健康づくり課へ直接、または電話で

申し込む

【父と子のふれあい教室】
■日時　６月１４日（土）　午前１０時

■対象　年長児～小学校３年生とその父または祖父

■定員　１２組

■参加費　無料（当日は、エプロン・三角巾または帽

子・タオルを持参）

■場所　中央公民館

■申込期限　６月６日（金）

■申込方法　健康づくり課へ直接、または電話で

申し込む

※詳しくは、健康づくり課（内線１２２）へ。

■町政地区別懇談会日程表

皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
　
企
画
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

会　　場地区開催日

  大佐貫農構改善センター大佐貫５月１９日（月）

  矢島公民館矢　島５月２３日（金）

  入ケ谷農構改善センター入ケ谷５月２６日（月）

  大輪公民館大　輪５月２８日（水）

  須賀公民館須　賀５月３０日（金）

  川俣公民館川　俣６月２日（月）

  梅原集落センター梅　原６月４日（水）

  中谷住民センター中　谷６月６日（金）

  南大島集落センター南大島６月１１日（水）

  田島集会所田　島６月１３日（金）

  江口集落センター　江　口６月１６日（月）

  千津井集落センター千津井６月１８日（水）

  上江黒住民ンター上江黒６月２０日（金）

  金剛院下江黒６月２３日（月）

  斗合田集落センター斗合田６月２５日（水）

※時間は午後７時から午後８時３０分までです。

　
町
で
は
、
誇
り
と
愛
着
の
も
て

る
ふ
る
さ
と
を
築
く
た
め
に
、
各

地
区
に
町
長
等
が
訪
問
す
る
「
町

政
地
区
別
懇
談
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
懇
談
会
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
平
成
　
年
度
事
業
概
要
を
ご

２０

理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
生

の
声
を
お
聞
き
し
、
町
政
に
反
映

し
て
い
く
た
め
に
開
催
す
る
も
の

で
す
。
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。　

講習会等に参加してみませんか

 ■
募
集
対
象

焔
個
人
　
庭
先
・
農
地
等

焔
団
体
   地
域
・
事
業
所
・
官
公
署
・
 

学
校
・
集
会
所
等
公
共
施
設

■
応
募
期
限
     ９
月
５
日
　（金）

■
審
査
方
法
　
主
に
写
真
審
査
と

な
り
ま
す
が
、
９
月
中
旬
ご
ろ
現
地

審
査
を
行
い
ま
す

■
応
募
方
法
　
経
済
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
写
真

を
貼
っ
て
、
区
長
、
地
区
の
指

導
員
ま
た
は
、
直
接
経
済
課

に
お
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
町
花
い
っ
ぱ
い

運
動
推
進
協
議
会
（
経
済
課
内
線

１
５
３
）
へ
。

花
の
ま
ち
づ
く
り

　
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　
　
～
町
政
地
区
別
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
～

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（８）

町の保健師による高血圧予防のミニ講話

健康の秘訣を講話
老人センターミニ講話

　健康づくり課では、毎月２回老人福祉センターに

おいて、町の保健師等によるミニ講話を開催。高齢

者のかたに日ごろのちょっとした健康の秘訣を理

解してもらうことを目的に実施しています。　

　４月２２日は、高血圧をテーマに講話。保健師は

「味付けは、だしや酸味、香味野菜を上手に使って

塩分を控えるようにする。家族や友達と会話する

などストレスをためないようにして高血圧になら

ないように注意してください」と話していました。

８１人が元気いっぱい入園
こども園入園式

楽しみながら親子でふれあう
ふれあい広場はじまりの会

　４月１８日、子育て支援センターでふれあい広場は

じまりの会が開かれ、子育てをしている６９組の親子

が参加。施設利用の説明を受けた後、歌やいろいろ

な遊びをこども園の年長組の子どもたちと一緒に楽

しんでいました。

　参加したかたは「近所には同じ年ごろの子どもを

持っているかたがいないので少し不安でしたが、こ

こでは同じ子育てをするお母さんたちと話し合える

のでありがたいですね」と笑顔で話していました。　

お母さんと一緒にチューリップを歌う園児たち

　４月８日、明和こども園の入園式が同園で行われ、

０歳児から年長児までの８１人が元気いっぱいに入園

しました。室井園長から「こども園にはお友達がた

くさんいて楽しいことがたくさんあります。皆さん

元気にこども園へ来てください。また、保護者の皆

さん、何かありましたら先生に相談してください。

一緒に子どもたちの生きる力を育てて行きましょ

う」と式辞があり、園児と父兄らの新しい生活がス

タートしました。

こども園の園児たちと手遊びや歌など楽しむ親子

　４月２１日、海洋センターで、同センター職員を対

象に普通救命講習会が行われました。館林地区消防

組合明和分署の荒井利広救急救命士が講師となり、

救急車が到着するまでの応急処置、心肺蘇生法の実

技や心臓を正常な動きに戻すための装置AED（自動

体外式除細動器）の操作などを修得しました。谷津

所長は「万が一に備えて職員には必要な知識を身に

つけてもらうため定期的に講習会や訓練を行ってい

ます」と話していました。

　心臓マッサージを行う職員

万が一に備えての講習会
海洋センター普通救命講習会
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（９）広報めいわ　平成２０年５月１０日

交通安全を呼びかけながら反射材等を配布する婦人部のかた

買い物客に交通安全を呼びかける
春の交通安全運動「ショッピングママ作戦」

　４月１１日、中学校では新１年生１１６人を対象に、

学校周辺の道路で交通安全教室が行われました。こ

れは自転車通学となった新１年生に、自転車の正し

い乗り方を指導し、登下校時の交通事故から守るた

めに行われたものです。

　各交差点に館林警察署、明和駐在所、交通指導員

ら１０人の皆さんがそれぞれ待機。生徒たちは安全

確認の方法や、横断歩道を渡る時の方法などの指導

を受け、正しい自転車の乗り方を学習しました。

　交差点での正しい自転車の乗り方を学ぶ中学生

　４月７日、町内の小・中学校で入学式が行われ、

西小学校６７人、東小学校２４人、中学校１１６人の計

２０７人の児童生徒が入学しました。

　当日はあいにくの雨でしたが入学する児童たちは、

真新しいスーツやワンピースに身を包み、ピカピカ

のランドセルを背負い、お父さんやお母さんに手を

ひかれ元気に入学しました。

　東小学校の入学式では、先生や来賓のかたの拍手

に迎えられ、ちょっぴり緊張した面持ちで入場した

新１年生でしたが、名前を呼ばれると元気に返事を

していました。野村校長先生から「入学おめでとう

ございます。今日から東小学校の１年生です。元気

で明るい１年生になってほしいので、３つのお話を

します。人の話をしっかり聞けるようになりましょ

う、少しずつでいいから毎日勉強をするようにしま

しょう、元気にあいさつをしましょう。３つを守っ

て楽しい学校生活をおくってください」とあいさつ

をしました。新１年生は、大きな声で「はい」と答

えていました。式終了後、教室で初めて自分の机に

座った児童たちは、これから始まる学校生活に夢を

ふくらませていました。

学校生活に夢をふくらませて
東・西小学校、中学校入学式

正しい自転車の乗り方
中学校交通安全教室

　春の全国交通安全運動期間中の４月１０日、町内の

スーパーマーケットで交通安全の街頭指導が行われ

ました。これは、警察や交通安全協会婦人部などの

かたがたが、買い物客などに交通安全を呼びかける

ことによって交通安全意識の高揚を図ることを目的

として実施されたものです。

　婦人部のかたたちは、買い物客一人ひとりに「交

通事故に十分気をつけて」と反射材や記念品などを

配布しながら、交通安全を呼びかけていました。

右　式が終わり、教室で

　　は緊張も取れて笑顔

　　の児童（西小学校）

下　緊張しながら式に

　　臨む児童（東小学校）



（１０）

　
教
育
委
員
会
情
報

●教育委員会・中央公民館緯84・4491●海洋センター緯84・5511●社会体育館緯84・4626

初
級
英
会
話
教
室
再
募
集

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
１

２４

（土）

時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
中
学
１
年
生
～
町
内
在

住
・
在
勤
者

□
定
員
　
　
人
１５

□
参
加
費
　
１
０
０
０
円

□
申
込
期
間
　
５
月
　
日
　
～
　

１３

（火）

２０

日
　（火）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
電

話
で
申
し
込
む

第
　
回
水
泳
記
録
会
参
加
者
募
集

１０
□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
８

２２

（日）

時
　
分
３０

□
場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

の
内
小
学
生
以
上

□
参
加
費
　
無
料

□
募
集
期
間
　
５
月
　
日
　
～
６

１１

（日）

月
１
日
　（日）

□
申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
、
申
し
込
む
（
月
曜
日
を

除
く
）

春
季
成
人
ア
ク
ア
健
康
ま
つ
り

募
集

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
　

１８

（日）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
成
人
男
女

□
定
員
　
　
人
５０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

１４

（水)

□
申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
、
申
し
込
む
（
月
曜
日
を

除
く
）

○
大
会

第
　
回
明
和
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

１１
大
会

□
日
時
　
６
月
１
日
　
　
午
前
８

（日）

時
□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
ほ
か

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
、
主
催
者
が
参
加
を
認
め

た
か
た

□
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
当
日

支
払
い
）

第
　
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

１０
□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
８

１５

（日）

時
　
分
３０

□
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

□
参
加
費
　
無
料

※
各
大
会
の
申
し
込
み
は
５
月
　１８

日
　
か
ら
受
付
い
た
し
ま
す
。
社

（日）
会
体
育
館
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
月
・
火
曜
日
を
除
く
）

○
教
室

は
つ
ら
つ
健
康
体
操
教
室

□
日
時
　
５
～
７
月
の
毎
週
水
曜

日
（
計
８
回
）
午
後
１
時
　
分
３０

　
～
午
後
３
時

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
内
容
　
身
体
を
柔
ら
か
く
す
る

体
操

【

】

中
央
公
民
館

【

】

社
会
体
育
館

永年の青少推活動に知事から感謝状

　３月３１日で青少年育成推進員を退任された砂賀新一さん（斗合田）に群馬

県知事から感謝状が贈られました。砂賀さんは、町青少推副会長、および会

長を３期１２年にわたり歴任。有害自販機撤去運動においては先頭に立って推

進するなど青少推活動に貢献され、その多大な功績が認められました。

　そのほか、群馬県青少年育成推進会議会長から感謝状が贈られたかたがた。

　　　　栗原孝夫さん（南大島）　　坂上祐次さん（中谷）

　　　　小野光枝さん（南大島）　　久保庭みつ江さん（新里）砂賀新一さん

【

】

海
洋
セ
ン
タ
ー

　
新
年
度
の
役
員
を
紹
介
し

ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

町
子
ど
も
会
育
成
会

◇
本
部
役
員

会
長
　
真
田
輝
男

副
会
長
　
栗
原
孝
夫
・
丸
山

一
久
・
森
和
之

書
記
　
関
口
秀
一
・
家
住
千

登
世
・
本
澤
春
江

会
計
　
石
井
明
子
・
石
山
克

己
・
有
田
理
恵

幹
事
　
石
原
律
子
・
山
岸
英

美
・
栃
本
実
・
柴
崎
眞
枝

◇
地
区
役
員

砂
賀
　
芳
男
（
斗
合
田
）

小
林
　
一
郎
（
下
江
黒
）

竹
澤
　
　
宏
（
上
江
黒
）

中
山
　
訓
一
（
千
津
井
）

奥
澤
　
延
行
（
江
口
）

新
井
　
康
夫
（
田
島
）

金
子
　
義
人
（
南
大
島
）

青
山
　
　
健
（
新
里
）

大
隅
美
智
子
（
中
谷
）
　

長
谷
川
　
信
（
梅
原
）

久
保
　
正
明
（
川
俣
）

大
木
　
清
二
（
須
賀
）

大
塚
　
文
彦
（
大
輪
・
前
期
）



（１１）広報めいわ　平成２０年５月１０日 ●ふるさと産業文化館・図書館緯84・5555

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
定
員
　
　
人
２０

□
講
師
　
篠
原
　
貢
　
さ
ん

□
参
加
費
　
１
５
０
０
円
（
保
険
代
）

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

□
日
程
　
５
～
　
月
（
計
　
回
）

１１

１０

□
場
所
　
社
会
体
育
館
ほ
か

□
内
容
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

□
対
象
   　
歳
以
上
の
町
内
在
住
・
 

６０

　
在
勤
者

□
定
員
　
　
人
２６

□
参
加
費
　
８
０
０
円（
保
険
代
）

ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

□
日
時
　
６
月
８
日
　
　
午
前
８

（日）

時
　
分
出
発

３０

□
場
所
　
群
馬
県
沼
田
市
方
面

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
（
小
学
生
以
下
保
護
者
同

伴
）

□
定
員
　
　
人
４０

□
参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
バ
ス

代
ほ
か
）

※
各
教
室
の
申
し
込
み
は
５
月
　１８

日
　
か
ら
受
付
し
ま
す
の
で
参
加

（日）
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
（
月
・

火
曜
日
を
除
く
）
へ
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
本

人
を
含
め
３
人
ま
で
と
し
ま
す
。

　図
書
館
映
画
会
「
 故
郷
 」

ふ
る
さ
と

　
故
郷
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

　
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
自
分
探

７６

し
の
旅
が
始
ま
る
・
・

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
１

２５

（日）

時
　
分
３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
入
場
料
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

（
敬
称
略
）

町
制
施
行
　
周
年
記
念
　
　
　

１０

第
　
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

１１
　
（
　
）
は
グ
ロ
ス
・
ネ
ッ
ト
数

□
協
会
長
杯

小
林
　
秀
吉
（
最
小
ネ
ッ
ト
　
　
）
７１．２

□
一
般
男
子
の
部

優
勝
　
小
林
　
秀
吉
　
（
　
・
　
）

７０

７１．２

□
一
般
女
子
の
部

優
勝
　
砂
賀
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　（
１
０
０
・
　
）
７３．６

齋
藤
　
剛
直
（
大
輪
・
後
期
）

石
原
　
律
子
（
入
ケ
谷
）

熊
野
　
隆
之
（
矢
島
）

折
原
　
光
江
（
大
佐
貫
）

町
青
少
年
育
成
推
進
員

会
長
　
篠
木
日
出
夫

副
会
長
　
奈
良
勉
・
石
村
智

映
子
・
礒
川
桂
子

◇
推
進
員

蓮
見
　
一
治
（
斗
合
田
）

篠
原
　
利
也
（
下
江
黒
）

菅
井
安
太
郎
（
上
江
黒
）

髙
　
　
紀
幸
（
千
津
井
）

今
成
喜
美
枝
（
江
口
）

奥
澤
　
貞
雄
（
江
口
）

奈
良
　
　
勉
（
田
島
）

島
田
　
貴
好
（
南
大
島
）

関
根
あ
や
子
（
南
大
島
）

亀
山
　
　
清
（
新
里
）

渋
澤
　
明
美
（
新
里
）

石
村
智
映
子
（
中
谷
）

榎
本
　
貴
司
（
中
谷
）

柴
﨑
　
正
成
（
梅
原
）

礒
川
　
桂
子
（
梅
原
）

石
村
　
佳
夫
（
川
俣
）

渡
邉
　
博
幸
（
須
賀
）

篠
原
　
史
行
（
大
輪
）

松
本
　
楽
子
（
大
輪
）

金
子
　
　
滋
（
入
ケ
谷
）

清
水
　
信
行
（
矢
島
）

清
水
　
眞
理
（
矢
島
）　

篠
木
日
出
夫
（
大
佐
貫
）

薗
田
　
啓
子
（
大
佐
貫
）

 Information  Information 

明和町図書館から　 月の

　　　　　　　　 おすすめ図書

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

Book図書館情報

◇幼児～小学校低学年

とってもいいひ

　子とりも子リスも、な
んだかみんなついてな
い日。でもいつのまに
かみんな笑顔になって
…。赤ちゃんの読み聞
かせにもおすすめ。

ケビン・ヘンクス・さく

◇小学生

衣世梨の魔法帳

　たんじょう日のびっく
りプレゼントは不思議な
思い出、なつかしい場所
…。ハッピーバースデー
衣世梨。１０歳になる衣世
梨は小さいころのことが
なつかしく思え、いぜん
住んでいた家を見に行く
ことに。

那須　正幹・作

◇中学生～一般

魔使いの秘密

　師匠の元弟子が、冬の
魔王を目覚めさせようと
画策。けがを負った魔使
いに代わり、トムは野望を
止められるのか。好評シ
リーズ第３弾

ジョゼフ・ディレイニー・著

５

いしい　むつみ・やく

（いよりのまほうちょう）

（まつかいのひみつ）

□日時　７月１２日（土 ）　午後６時３０分

□場所　ふるさと産業文化館

□入場料　１０００円（全席指定）、当日１５００円

□入場券発売日　５月１５日（木）

※詳しくは、ふるさと産業文化館へお問い

合わせください。

一般女子の部優勝の砂
賀さん

協会長杯・一般男子の
部優勝の小林さん

【

】

産
文
・
図
書
館

捲根岸弥生

　　　　ピアノリサイタル捲



（１２）（１２）

※「みんなの声」は、役場庁舎内の掲示板にも掲示しています。

ちゃん

２歳１１か月　大佐貫
Ｈ１７年５月２０日生まれ

いつも我が家を楽しま

せてくれる太陽のよう

なエナ ちゃん 竃 い つ

までも明るい笑顔を絶

やさないでね捲

（家族より）

橋本 恵  来 
え な

くん

１歳８か月　新里
Ｈ１８年８月３１日生まれ

川島 都  夢 
と む

いつも元気いっぱいの

都夢竃夢をもって大き

く育ってね捲

（家族より）

※はいポーズは、３歳児以下のお子さんを掲載しています。掲載をご希望されるかたは、企画課にご連絡下さい。

　毎朝この時期になると「あればいいな」と思うことがあ

ります。桜の木の下でカラオケ大会やミニ産業祭程度の

お店を食べ歩きするなど考えるだけでもウキウキします。

町では、運動会等を初め多くの催し物を企画し、それなりの予算を

消化しています。私の提案は、折角立派に育て上げた桜並木を有し、

提灯を飾っているのですから行政や各種団体の協力を得て、桜祭り

を企画しては如何でしょう。わずかの予算で春の訪れをみんなで祝

い、心のはずむ楽しい一時を過ごすことが出来ます。大袈裟な催し

でなくても縁台を並べ露店を出すだけでも良いと思います。是非ご

検討をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　（江口・男性）

　貴重なご意見ありがとうございます。

　ご意見をいただきました桜並木路は、約2.7kmに渡っ

て数種類のサクラが植えられ、開花時期には提灯を設置

して開花した桜を美しく照らしています。昨今では健康志向の高

まりにより桜並木路を利用しているかたや農地耕作者から「休憩す

るようなところが欲しい」などの要望があり、今年度の予算で駐車

場、水飲み、あづまや、ベンチなどの施設と町の特産物のＰＲ事業

等も可能な機能を持たせた休憩施設の整備を計画しています。ご

意見をいただきました、桜並木を利用してのイベント等の計画は

今のところ未定ですが、休憩施設が整備された際には、利用の状況

を見ながら検討していきたいと考えています。

　また、町民のかたの自主的なまちづくり活動として、桜並木路や

休憩施設等も利用していただきたいと考えています。活動を支援す

る「元気な華の里づくり事業」がありますので、ぜひ活用してみては

いかがでしょうか。詳しくは、企画課へお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ミゾグチ アヤネちゃん（新里）

須永 光貴 くん（矢島）
こ う き

３歳児健診で虫歯のない子を掲載しています。

柏木 麗未 ちゃん（梅原）
つ ぐ み

★虫歯予防のポイント

　フッ素は、歯を丈夫にする効果があります。

　フッ素の利用には、次の３つの方法があります。

①フッ素入り歯磨き剤の使用②ご家庭でのフッ素洗口③歯科医院でのフッ素塗

布（３か月毎）、以上の３つを併用することによって、かなりむし歯予防効果があ

りますが、なかでもフッ素洗口は最も効果が高いといいます。
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町民リポーター

  

　
昔
は
歩
く
以
外
に
方
法
が
無

か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
せ
わ
し
い

現
代
か
ら
見
る
と
、
ち
よ
っ
と
、
う

ら
や
ま
し
い
様
な
き
も
す
る
が
、
相

應
に
不
便
な
事
も
多
か
っ
た
わ
け

で
巡
拝
の
途
中
で
病
に
倒
れ
る
者
、

不
幸
に
し
て
亡
く
な
る
者
も
多
勢

い
た
様
で
あ
る
。
医
術
や
、
交
通
機

関
の
発
達
し
た
今
日
で
は
、
こ
う
し

た
事
は
皆
無
だ
が
、
交
通
事
故
と
い

う
予
期
せ
ぬ
危
険
が
い
つ
も
つ
き

ま
と
っ
て
い
る
。
気
を
つ
け
て
巡

拝
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
第
十
番
万
松
山
大
慈
寺
は
曹
洞

宗
、
ご
本
尊
の
聖
観
音
は
重
厚
な
厨

子
の
中
に
安
置
さ
れ
、
ほ
の
暗
い
中

か
ら
、
に
ぶ
い
光
を
放
っ
て
い
る
。

開
山
は
延
徳
二
年
、
東
雄
禅
師
と
い

う
。
禅
師
は
摂
津
の
國
か
ら
、
こ
の

地
に
来
て
老
僧
の
教
化
を
得
て
仏

道
に
入
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

道
端
に
一
基
の
延
命
地
蔵
が
あ
り
、

石
段
を
登
る
と
草
茸
の
仁
王
門
が

あ
る
。
こ
の
門
の
と
こ
ろ
に
シ
イ

タ
ケ
や
野
菜
が
袋
に
入
れ
ら
れ
て

売
ら
れ
て
い
た
、
勿
論
無
人
販
売
で

あ
る
。
そ
ば
に
一
袋
二
０
０
円
と

書
か
れ
た
札
と
、
お
金
を
入
れ
る
箱

が
お
い
て
あ
る
。
有
難
い
観
音
様

の
門
前
で
あ
る
、
品
物
も
お
金
も
無

く
な
る
事
は
あ
る
ま
い
。
本
堂
は

小
さ
い
な
が
ら
も
、
ど
っ
し
り
と
し

た
建
築
で
あ
る
。

　
禅
寺
の
建
物
は
小
規
模
で
も
独

特
な
落
着
き
が
あ
り
、
巡
拝
す
る
も

の
に
や
す
ら
ぎ
を
あ
た
え
て
く
れ

る
。
境
内
の
一
角
に
「
珍
竹
梅
」
と

い
う
竹
か
ら
梅
の
木
が
は
え
た
と

い
う
珍
木
が
あ
る
。

　
   　【
リ
ポ
ー
タ
ー
　
篠
木
茂
雄
】

続
・
秩
父
三
十
四
札
所
巡
礼
行
　

十
番
寺
 大
慈
寺

NO.９

大慈寺全景

（新 里）

町民リポーター

高橋一夫

　　　　　

　明和町には、郷土の情景を後世に残す唄や踊りがあります。この地域に生

活する農民の郷土芸能として民謡・民舞に残されたのでしょう。そのひとつ

に「千津井情歌」という唄と踊りがあるのをご存じでしょうか。唄と踊りは、

今では数少ない後継者のかたが継承してくれています。

　明和町文化協会所属の「睦美会」もそのひとつです。明和町文化祭で発表

された「千津井情歌」は、唄は哀愁が感じられ、魯櫂を漕ぐ踊りは利根川に

千津井の渡しがあった昔を偲ばれる優美で、懐かしい踊りです。

　ほかには、千津井音頭もありますので歌詞をご紹介します。

　　※千津井音頭は１１月に開かれる文化祭でご披露されますので、楽しみにお待ちください。

ぜひとも継承したい郷土の唄

郷土芸能「千津井情歌」

一、

ハァ～　千津井の花の香りは　ただよいて

シクラメンの美しさ

いとし　あなたの面影は

利根の流れにこだまする

ここは千津井　花の里　花の里

サッサ　踊ろよ　シャン　シャン　シャン

手拍子　揃えて　シャン　シャン　シャン

　　　
二、

ハァ～　新しく栄えるところ　花どころ

高速道路は霧の中

いとし　あの人呼ぶように

三島の森にしみていく

ここは千津井　愛の里　愛の里

サッサ　踊ろよ　シャン　シャン　シャン

手拍子　揃えて　シャン　シャン　シャン

　
三、

ハァ～　清き村　北に南にのびる

村は歴史きざんで町づくり

仲間同士が輪になって

心と心が手をつなぐ

ここは千津井　光る村　光る村

サッサ　踊ろよ　シャン　シャン　シャン

手拍子　揃えて　シャン　シャン　シャン

　♪千津井音頭♪　
作詞・作曲　大川トク

睦美会の皆さんの踊り
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INFORMATION

掲示板

（１４）

お
知
ら
せ

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　

１０

（火）

　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
福
島
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
６
月
１
～
８
日

ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　

１６

（月）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
会
議
室

【
年
金
相
談
】

□
日
時
　
６
月
　
日
　

１９

（木）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
館
林
市
役
所

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
６
月
　
・
　
日
　
　
 午

１３

２０

（金）

前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
６
月
３
日
　（火） 

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１０

　
分
受
付

３０
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
６
月
　
日
　

１２

（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
の
受

　
付

□
対
象
　
　
年
６
月
生
、　
年
６
・

１８

１９

８
・
　
月
生
、　
年
２
月
生

１１

２０

定
期
相
談
・
健
診

　
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
費
の

助
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。

【
対
象
と
な
る
か
た
】

・
群
馬
県
在
住

・
Ｂ
型
慢
性
活
動
性
肝
炎
、
Ｃ
型

慢
性
肝
炎
お
よ
び
代
償
性
肝
硬

変
等
の
認
定
基
準
を
満
た
し
、

保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
に
よ
る
治

療
を
受
け
ら
れ
る
か
た

【
助
成
の
内
容
】

　
助
成
期
間
内
の
初
診
料
、
再
診

料
、
肝
炎
診
療
に
係
る
検
査
（
血

液
・
画
像
）
料
、
入
院
料
、
薬
剤

料※
患
者
一
部
自
己
負
担
金
を
除
い

た
額
。（
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ

れ
る
高
額
療
養
費
等
は
助
成
額
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
）

【
助
成
の
期
間
】

　
申
請
書
を
提
出
し
た
月
の
初
日

か
ら
１
年
間

【
申
請
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
】

・
現
在
治
療
中
ま
た
は
、
こ
れ
か

ら
治
療
を
始
め
る
か
た
は
、
主

治
医
と
よ
く
相
談
の
う
え
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い

・
６
月
　
日
　
ま
で
に
申
請
し
、

３０

（月）

県
審
査
委
員
会
で
認
定
さ
れ
れ

ば
４
月
１
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
助
成
と
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
館
林
保
健
福
祉
事

務
所
へ
。

　
平
成
　
年
度
の
国
民
年
金
保
険

２０

料
は
、
月
額
１
万
４
４
１
０
円
で

す
。
納
付
期
限
は
、納
付
対
象
月

の
翌
月
末
日（
翌
月
末
日
が
休
日

の
場
合
は
、翌
営
業
日
）で
す
。

　
十
分
な
所
得
や
資
産
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合
は
、

国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
り
、
国

税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
滞
納
処
分

（
財
産
差
押
え
）
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
く
町
の
工
事
店
と
し
て
次

の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

【
給
水
装
置
指
定
工
事
店
】

□
指
定
日
　
３
月
　
日
２１

□
所
在
地
　
伊
勢
崎
市
韮
塚
町
１

１
７
９
倆
９

□
工
事
店
　
株
式
会
社
　
ク
ラ
シ

ア
ン
　
群
馬
支
社

□
連
絡
先
　
　
０
１
２
０
・
５
０

０
・
５
０
０

【
給
水
装
置
お
よ
び
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
】

□
指
定
日
　
４
月
　
日
２１

□
所
在
地
　
太
田
市
安
良
岡
町
１

５
０

□
工
事
店
　
株
式
会
社
　
江
原
工

業
□
連
絡
先
　
緯
　
・
０
５
６
６

２５

　「
裁
判
員
制
度
」
は
、
無
作
為
に

選
ば
れ
た
国
民
が
刑
事
裁
判
に
参

加
し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
裁
判
を

行
う
制
度
で
、
平
成
　
年
５
月
に

２１

始
ま
る
予
定
で
す
。

　
そ
こ
で
、
見
学
者
の
か
た
が
裁

判
員
役
を
体
験
で
き
る
模
擬
裁
判

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

・
前
橋
地
方
裁
判
所
　
５
月
　
日
１６

　
　
午
前
９
時
　
分
、
午
後
３
時

（金）

３０

　
　
緯
０
２
７
・
２
３
１
・
４
２
７
５

・
同
太
田
支
部
　
５
月
　
日
　

２０

（火）

　
午
後
１
時
　
分
１５

　
　
　
　
　
　
　
　
緯
　
・
７
７
５
１

４５

・
同
高
崎
支
部
　
５
月
　
日
　

２３

（金）

　
午
後
１
時
　
分
１５

　
　
緯
０
２
７
・
３
２
２
・
３
５
４
１

・
同
沼
田
支
部
　
５
月
　
日
　

３０

（金）

　
午
後
１
時
　
分
　

３０

　
　
緯
０
２
７
８
・
２
２
・
２
７
０
９

※
詳
し
く
は
、
参
加
希
望
の
裁
判

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
の
う
ち

内
容
が
複
雑
で
事
実
関
係
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
ご
相
談
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
税
務
署
に
電
話
予

約
を
い
た
だ
い
た
上
で
の
面
接
相

談
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
電
話
で
お
問
い

Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
費
を
助
成

　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
２
３
０

７２

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
太
田
社
会
保
険
事
務
所
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
７
１
２

４９

税
務
相
談
は
事
前
の
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
し
た

　
館
林
税
務
署
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
・
４
３
７
３

７２

町
給
水
装
置
お
よ
び
下
水
道

排
水
設
備
工
事
店
に
指
定

　
建
設
水
道
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
１
１
１

８４

あ
な
た
も「
裁
判
員
」を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
前
橋
地
方
・
家
庭
裁
判
所
　
　
　
　

　
緯
０
２
７
・
２
３
１
・
４
３
７
３
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
へ
。

　
群
馬
発
外
心
を
育
む
楽
し
い
食

卓
～
家
族
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま

す
～
を
テ
ー
マ
に
「
ぐ
ん
ま
食
育

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」
を
開
催
し

ま
す
。　

□
日
時
　
６
月
７
日
　
　
午
前
　

（土）

１０

時
　
分
～
午
後
５
時
、
６
月
８

３０
日
　
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

（日）

１０

□
場
所
　
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
ご
来
場
い

た
だ
け
ま
す

□
内
容
　
各
種
団
体
の
出
展
、
世

界
一
長
い
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
に

挑
戦
ほ
か

□
費
用
　
無
料

※
県
庁
食
品
安
全
課
へ
。

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
２

１４

（土）

時
　
分
４０

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館

□
対
象
　
東
部
教
育
事
務
所
管
内

に
在
住
・
在
勤
者

□
講
演
会

・
演
題
　
現
代
の
子
ど
も
達
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
　
～
今
、
学

校
と
親
の
す
べ
き
こ
と
～

・
講
師
　
山
脇
由
貴
子
さ
ん

□
参
加
費
　
無
料
（
直
接
会
場
へ
）

※
詳
し
く
は
、
東
部
教
育
事
務
所
へ
。

　
県
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

を
防
止
し
交
通
安
全
の
普
及
啓
発

を
図
る
た
め
、　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
が
５
人
一
組
で
１
０
０
日
間
の

無
事
故
無
違
反
を
目
指
す
、
交
通

安
全
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
無
事
故
無
違
反
を
達
成
し
た

チ
ー
ム
全
員
に
達
成
証
を
交
付
し
、

ま
た
抽
選
で
　
チ
ー
ム
に
５
万
円

２０

相
当
の
県
内
温
泉
宿
泊
券
を
贈
呈

し
ま
す
。

※
参
加
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
に
は

県
が
開
催
す
る
交
通
安
全
教
室
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

□
募
集
期
間
　
６
月
２
日
　
～
７

（月）

月
　
日
　

１８

（金）

□
実
施
期
間
　
９
月
１
日
　
～
　

（月）

１２

月
９
日
　
の
１
０
０
日
間

（火）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
方
法
　
環
境
課
に
あ
る
参

加
申
込
書
に
記
入
し
て
、
環
境

課
（
７
月
　

日
　
  必
着
）へ
持

１５

（火）

参
す
る
か
、
ま
た
は
、
郵
送
で

県
交
通
政
策
課（
萎
３
７
１
倆
８

５
７
０
　
前
橋
市
大
手
町
１
倆
１

倆
１
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線
１

６
２
）
へ
。

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

安
井
 衿
和
 （
孝
裕
・
和
美
／
梅
原
）

え
り
な

髙
瀬
 大
地
 （
陽
司
・
   香
／
新
里
）

だ
い
ち

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

橋
本
光
好
　
　
　
矢
島
　
　
和
宏

６０

石
川
あ
き
子
　
　
　
上
江
黒
　
明
男

８２

野
中
福
次
　
　
　
江
口
　
　
照
子

８７

原
口
と
し
　
　
　
大
輪
　
　
幸

８２

大
津
英
児
　
　
　
矢
島
　
　
信
裕

７１

奥
澤
一
雄
　
　
　
江
口
　
　
拓
弥

８０

矢
島
キ
ミ
　
　
　
田
島
　
　

８２

野
本
一
太
郎
　
 　
　
千
津
井
　
健
治

８５

※
戸
籍
の
窓
で
は
、広
報
め
い
わ
へ
の

掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載
せ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、掲
載

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、企
画
課
へ
。

募
集
し
ま
す

戸
籍
の
窓

文芸まちの文芸
《

明

和

俳

句

会

》

まちの
竹
べ
ら
で
起
す
印
肉
あ
た
た
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
夜
詩
夫

白
藤
の
咲
い
て
故
人
を
し
の
び
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
井
み
ね
子

ペ
ダ
ル
踏
む
心
弾
み
し
新
歩
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
井
す
み
子

鶯
の
初
音
に
つ
ら
れ
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
　
　
　
　
　
　
　
　
江
原
　
さ
い

紅
梅
や
訛
り
の
強
き
友
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
原
　
　
篤

春
シ
ョ
ー
ル
生
き
る
歩
巾
の
自
分
流
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
照
代

春
一
番
花
の
東
京
砂
ま
み
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
好
生

花
筏
十
七
音
の
組
ま
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
三
重
子

さ
え
ず
り
の
ま
だ
幼
く
て
藪
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
比
地
京
子

手
も
足
も
無
き
が
疎
ま
し
蛇
出
づ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
日
名
子
春
実

花
の
風
受
け
て
登
れ
る
磨
崖
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
富
治

花
吹
雪
リ
ハ
ビ
リ
続
け
る
六
ヶ
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
ふ
で

智
恵
子
抄
帯
の
桜
の
唄
い
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
塚
　
生
代

「
ぐ
ん
ま
食
育
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
８
」
開
催

　
県
庁
食
品
安
全
課
　
　
　
　
　
　
　

　
緯
０
２
７
・
２
２
６
・
２
４
２
７

「
高
齢
者
し
あ
わ
せ
ド
ラ
イ

ブ
１
０
０
」の
参
加
者
募
集

　
県
庁
交
通
政
策
課
　
　
　
　
　
　
　

　
緯
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
８
７

東
毛
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者

研
修
会
の
講
演
会
開
催

　
東
部
教
育
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
・
７
１
５
１

３１
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

ふるさと明和

優秀賞　茂木　和之

（平成２０年４月１日現在）

　総人口　１１，６２３人　（－２３）
　　男　　　５，８２５人　（－１５）
　　女　　　５，７９８人　（－８）
　世帯数　　３，７２０世帯（－２）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

川田耳鼻科
（７２）３３１４

横田医院
（７２）０２５５

新橋病院
（７５）３０１１

記念病院
（７２）３１５５

館林地区
と同じ

５月１８日（日）

川村耳鼻科
（７２）１３３７

益田小児科
（６２）５５３５

慶友整形外科
（７２）６０００

吉田内科
（７０）７１１７

福田ペイン
（８４）１２３３

５月２５日（日）

今村ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

星野こども
（小児科のみ）
（７０）７２００

岡田整形
（７２）３１６３

松井内科
（７５）９８８０

館林地区
と同じ

６月１日（日）

板倉耳鼻科
（８０）４３３３

森下内科
（７３）７７７６

慶友整形外科
（７２）６０００

落合医院
（７２）３１６０

小西医院
（８６）２２６１

６月８日（日）

川田耳鼻科
（７２）３３１４

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

小曽根整形
（７２）７７０７

ごが内科
（７３）７５８７

館林地区
と同じ

６月１５日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(緯７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

緯７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・外科）
　緯７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
緯７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

　　士急病……………２５件
　　士交通事故……… ６件
　　士その他………… ５件
　　士合計……………３６ 件

４月の救急車出動回数

フォトコンテスト

「コスモス畑の前で」

写真家　野村誠一が選ぶ

※入賞者の作品を掲載しています。（敬称略）

写真家 野村誠一先生


